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1 . 調 査 概 要

1 . 1 .  調 査 対 象 物 件

本調査対象物件は下記のとおりである。 

物件名：

所在地：

1 . 2 .調 査 の 目 的

本調査は、改修工事が予定されている対象物件において、建材を採取し分析する

ことによって、アスベスト含有の有無を明らかにすることを目的とした。 

1 . 3 .調 査 対 象 建 材

石綿障害予防規則におけるアスベスト含有建材の区分及び種類 

石綿予防規則区分 

石綿が使用されている建築物の解体

等の作業、封じ込め・囲い込みの作

業における作業レベルの分類（※） 

種類（施工部位） 

吹付け材 
レベル１

発じん性が著しく高い作業
吹付け材 

保温材・耐火被覆

材・断熱材 

レベル２

発じん性が高い作業

保温材・耐火被覆材・ 

断熱材 

その他アスベスト 

含有建材（成形板

等） 

レベル３

発じん性がが比較的低い作業

内装材（壁・天井）  

耐火間仕切り  

床材  

外装材（外壁・軒天） 

屋根材  

煙突材  

設備配管  

建築壁部材  

他 

「目でみるアスベスト建材（第２版）国土交通省」（平成 20年 3月）より抜粋、加筆 

（※）作業レベルの分類は、建材の状態、作業方法等により異なる場合がある。 
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1 . 4 .調 査 項 目

既存資料調査 対象物件の設計図書より、アスベスト含有の可能性が 

ある建材の種類及び使用箇所の確認を行う。 

現地目視 

試料採取調査 既存資料を参考にアスベスト含有の可能性がある建材の 

種類、使用箇所を目視し、必要に応じて試料採取を行う。 

試料分析調査 採取した試料については、分析調査を実施し、アスベスト 

含有の有無を確認する。 
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1 . 5 .調 査 責 任 及 び 調 査 担 当

【調査担当】 

有限会社イースト・コーポレーション 
一般建築物石綿含有建材調査者  川上 輝明 

登録番号 神奈川 1 第 21061224 号 

住所：〒210-0024 神奈川県川崎市川崎区日進町 18-9-203 

電話：044-223-4052 Fax：044-223-4053 

有限会社イースト・コーポレーション 
工作物石綿事前調査者      金森 正浩 

修了書番号   第 188 号 

住所：〒210-0024 神奈川県川崎市川崎区日進町 18-9-203 

電話：044-223-4052 Fax：044-223-4053 

【分析機関】 

株式会社デイラボ 

作業環境測定機関登録番号 第 13-98 

分析責任者 堀岡 祐太 

住所：〒136-0071 東京都江東区亀戸 2-3-6 

電話：03-3684-6110  Fax：03-3684-6111 
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2 . 調 査 内 容

既 存 資 料 調 査

本調査については、前回調査時（2025 年 2 月～2025 年 4 月）の資料を基に、 

既存資料調査を行い現地確認、打ち合せの上、採取可能な場所を選定した。 

現 地 調 査

調査日時 2026 年 4 月 21 日（火）  9：00 ～ 10：00 

調査担当者 有限会社イースト・コーポレーション  川上 輝明 

現 地 立 入 範 囲

本調査については、立入調査可能箇所を対象とした。 

現 地 目 視 調 査 方 法

本調査については、ご指定箇所でアスベストを含有する可能性がある建材の 

調査を行うこととした。 

試 料 採 取 方 法

現地目視調査によりアスベスト含有の可能性がある建材の使用が確認された 

場合、その建材を対象に分析試料の採取を行うこととした。 

分 析 調 査

採取した試料は、アスベスト含有の有無を確認するために、株式会社デイラ 

ボに依頼し、JIS A 1481-1 による分析を実施することとした。 

尚、分析結果詳細については別紙にて添付いたします。 
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3 . 現 地 調 査 総 括

3.1   現 地 調 査 総 括 票

担当者名

県 市 某

は所有者記入個所 ・該当する選択肢を○で囲む、不明の個所は「不明」と記入のこと

・石綿含有建材の事前調査結果の概要は40年間保管すること(事前調査結果の記録は3年間保管すること)

■ 建築物の概要

　RC造　・　S造　・　SRC造　 　一部S造、地下RC造 

調査者
記入欄

所有者への
ヒアリング
の有無

備考
(特記事項等)

■ 所有者情報提供依頼概要

 竣工図・その他（  ）

■ 今回調査の概要

■ 今回調査できなかった箇所

棟・階
※ 推定部位 推定材料名 参照頁

※

(3)建築物所在地 (10)増改築の履歴

(6)所有者住所 不明 (12)敷地面積

所有者へのヒアリングの
実施の有無

　有　（　　年　　月　　日）
(23)石綿処理歴-2

不明　　増改築なし　･　増改築あり

地下1階　地上5階 耐火・準耐火・その他

現地調査総括票
自治体名 作成部署 連絡先

みどり環境局　環境管理課 TEL

(2)棟名称 (9)検査済証交付日・番号 不明　　昭和   年  月   日付　第  号

作成日(令和 8年 4月 21日) 最終回収日(令和 8年 4月 24日)

(1)建築物名称 (8)確認済証交付日・番号 不明　　昭和   年  月   日付　第  号

(4)建築物用途 研究所・研修所
(11)建築物構造

(5)建築物所有者 不明

 9,809.27 ㎡

18,279.84 ㎡

作成日(令和 8年 4月21日) 最終回収日(令和 8年 4月 24日)

(14)石綿調査履歴

未調査　・ 自主判断　・ 調査機関実施　・ 不明 (17)図面の有無 　図面有り　・　図面無し　

その他：
(18)図面有りの場合

(19)建築確認申請図
書の有無

 有（　 　）

(7)連絡先（TEL） 不明 (13)延べ床面積

有　（令和   年   月   日）
無

 無 ・ 有（除去・封じ込め・囲い込み）　（　　年　月）
（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　無

所有者から得られた情報で必要
と思われる事項等

図面： 新築工事（建築図）平成元年（1989年）4月：㈱山下設計
図面： 研修室改修設置工事（竣工図）2009.11月：大成建設株式会社一級建築士事務所
報告書：  アスベスト調査 報告書 2019年8月：ＥＡＩ株式会社

(21)改修工事歴-2  改修工事（　　年　月）　（部屋名：　 　）

(16)調査報告書の有無

(22)石綿処理歴-1
 不明 ・ 無 ・ 有（除去・封じ込め・囲い込み）（　　年　月）
（部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査者記入欄

(15)調査
機関実施
の場合の
み記載

調査会社名 ＥＡＩ株式会社  無　 　竣工　1991年3月（平成3年3月） 

調査時期  2019年 8月 (20)改修工事歴-1  不明　・改修工事 （2009年11月）（部屋名：研修室）

分析会社名 株式会社EFAラボラトリーズ

今回調査箇所と同様に記載する。

部屋名
※ 調査できなかった理由 備考

試料採取箇所以外の全て箇所 現地打合せによる

調査会社名 分析会社名

調査会社住所･TEL 神奈川県川崎市川崎区日進町18-9-203　TEL:044-223-4052 分析会社住所・TEL

有限会社イースト・コーポレーション

東京都江東区亀戸2-3-6　TEL:03-3684-6110

株式会社デイラボ

※調査会社は調査に関係する資格などがあればその証を、調査者は調査者登録証を、分析会社は各種登録証、資格証、結果報告書その他の写しを本書に添付のこ

調査日 調査者氏名 川上輝明　　登録番号（神奈川1　第21061224号）　令和 8月 4月 21日（火）   9：00 ～ 10：00

　無  ・  有　
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4 . 分 析 結 果 報 告

石綿障害予防規則第 3条および大気汚染防止法第 18条の 15に基づく改修工事の事前調査 

4.1   分 析 結 果 表（ 詳 細 は 巻 末 に 別 表 添 付 ）

■今回調査個所： 　2026年4月21日（火）試料採取分

部位 材料名 レベル 調査手法 参照頁 サンプル番号

本棟 1F
ｼｬｯﾀｰ上部
壁

吹付け材 +
白色セメント

1 採取 含有 クリソタイル 5.1-P1 1

本棟 1F 床 アスファルト防水 3 採取 含有 アクチノライト 5.1-P1 2食品庫

棟・階 部屋名 分析結果 備考

食堂・カフェラウンジ

6

※サンプル番号１は吹付け材 と白色セメントが一体となっており、層別判定できず。 

吹付け材に含有
（層別判定なし）※

アスファルト防水層に含有

分析結果より石綿含有吹付け材（レベル１）



2 アスファルト防水

1
吹付け材 +
白色セメント

１階平面図 1/400

5.1-P1

■試料採取表

部屋名 部位 建材の種類試料No.

1 吹付け材 + 白色セメントシャッター上部　壁食堂・カフェラウンジ

アスファルト防水床食品庫2

赤文字：アスベスト含有

5.1 試料採取位置図（１階平面図）

5 . 現 地 調 査

7



5.2 試料採取箇所写真
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6 . 分 析 結 果 詳 細

ア ス ベ ス ト 分 析 結 果 報 告 書
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